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教育活動」として,福祉教育の実践が一部の学校に行われた報告が見られる。 
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写真 1 あわしま保健センター        写真 2 粟島浦村保育園 
(2016年 8月 29日 筆者撮影)            (2016年 8月 29日 筆者撮影) 
 
写真 3 粟島浦村通所介護センター      写真 4 粟島へき地出張診療所 








 例えば,村山ほか(2006)は,新潟県粟島浦村と山形県酒田市飛島の満 65 歳以上の高
齢者を対象とした面接調査によって,島嶼地域高齢者の主観的健康感に影響を及ぼす







































































































性別 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女
島内 1 1 1 1 1 5
島外 1 1 1 1 1 1 3 1 2 1 2 1 3 19
合計 243 4 3
中1 中2 中3
合計
2 2 3 2 1 4
小1 小2 小3 小4 小5 小6
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される。 
 














第 2図 粟島浦村の児童生徒の高齢者との暮らし経験 
男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女
分からない 1 1 1 1 4
50～59歳 1 1
60～64歳 2 1 1 4
65～69歳 1 1 1 1 2 2 8
70～74歳 1 1 1 1 1 5
75～79歳 1 1 2
年齢
小6 中1 中2 中3
合計
性別






男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 
小1 小2 小3 小4 小5 小6 中1 中2 中3 
[人] 
あり なし 


























男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女
あまり話していない 1 1 1 2 5
1回/週 1 1
2～4回/週 1 1 3 5
5～7回/週 1 1 2
8～10/週 1 1 2





小1 小2 小3 小4 小5 小6 中1 中2 中3
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1 中 3 女 島外 優しくて元気なイメージ 2 ＋ 












4 中 2 男 島外 やさしい 1 ＋ 
5 中 2 女 島外 わからない 0 0 
6 中 2 女 島内 あまり動けない。めっちゃしゃべる 2 - 
7 中 2 男 島外 優しい,親切な人 2 ＋ 
8 中 1 男 島外 とても元気で活発,とても明るくて優しい 4 ＋ 






男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 
小1 小2 小3 小4 小5 小6 中1 中2 中3 
[人] 
あり なし 
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10 中 1 男 島外 良い人だと思う 1 ＋ 
11 小 6 男 島外 ゆっくり動く。耳が遠い 2 - 





13 小 6 女 島外 優しい人で,元気で明るい人 3 ＋ 
14 小 6 男 島外 明るくてやさしい 2 ＋ 




16 小 4 男 島外 年を取っている 1 0 
17 小 4 女 島内 粟島に初めてくる人を温かく迎えてくれそう 1 ＋ 
18 小 3 男 島外 ない 0 0 
19 小 3 男 島内 しわが多いし,年を取っている 2 - 
20 小 3 女 島外 お菓子をくれる 1 ＋ 
21 小 2 女 島外 とても優しいし,明るく話しかけてくれる。 2 ＋ 






23 小 1 男 島外 しわがあって,白髪だらけ 2 - 










い 2名の児童生徒を除いて,「－」傾向の児童生徒は 6名で,残りの 14名の児童生徒は
のうち,12名が高齢者に対して「＋」傾向のイメージを持っている。2名の生徒は「＋」
と「－」傾向のイメージを両方持っている。 
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ら中学校の 3学年までの児童生徒とした。単元構成は以下第 5表に示す通りである。 
 
第 5表 「私たちの粟島と高齢者」の単元構成 
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に ○ をつけてください。  
１. 男性
だんせい






























１. 50さい ～ 59さい 
２. 60さい ～ 64さい  
３. 65さい ～ 69さい 
４. 70さい ～ 74さい  








































































１．はい    ２．いいえ 
【問
とい
8】あなたにとって,お年寄
としよ
りはどのようなイメージですか。できるだけ詳
くわ
しく書
か
いてくだ
さい。 
お年寄
としよ
りは, 
 
 
 
 
 
 
 
